
 

某
テ
レ
ビ
局
の

労
働
組
合
員
数
は

従
業
員
約
１
１
０

０
人
に
対
し
て
80

人
の
加
入
実
態
で
、

加
入
率
は
、
７
・

３
％
で
あ
っ
た
。

加
入
率
が
一
桁
の

組
織
が
「
声
」
を

挙
げ
る
こ
と
に
限
界
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
加
入
率
が
低

調
な
要
因
と
し
て
、
組
合
に
頼

ら
な
く
て
も
給
与
が
増
え
て
い

た
こ
と
か
ら
、
集
団
交
渉
権
的

な
も
の
に
つ
い
て
行
使
す
る
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
▼
今
回
の
不
祥
事

を
受
け
て
、
組
合
に
加
入
す
る

人
が
大
幅
に
増
加
し
、
現
時
点

で
は
、
５
０
０
人
を
超
え
る
状

況
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
組

合
と
し
て
「
声
」
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
、
労
働
環
境
の
改
善

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
▼
ケ

ガ
の
功
名
で
は
な
い
が
、
存
亡

の
危
機
を
克
服
し
た
暁
に
は
、

た
だ
で
さ
え
激
務
な
業
界
で
あ

る
社
員
の
生
活
の
質
が
以
前
よ

り
も
改
善
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
▼
今
回
の
組
合
加
入
者
急
増

に
つ
い
て
は
、
職
員
の
意
識
の

変
化
を
示
し
て
お
り
、
労
働
組

合
が
存
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

要
求
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
。

労
働
組
合
が
な
け
れ
ば
「
声
」

す
ら
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
態
と
な
る
。
労
働
組
合
は
み

な
さ
ん
の
労
働
条
件
・
職
場
環

境
の
改
善
に
日
々
奮
闘
し
て
い

る
。
各
職
場
に
お
い
て
組
合
全

員
加
入
を
目
指
し
て
今
一
度
が

ん
ば
ろ
う
。
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県
職
労
は
昨
年
10 
月
に
人
事
課
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
「
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
拡
充
」
に
関
し
、
１
月
22
日
に
人
事

課
総
括
課
長
交
渉
を
行
っ
た
。
業
務
へ
の
影
響
が
生
じ
る
内

容
は
容
認
で
き
な
い
姿
勢
で
交
渉
に
臨
む
一
方
、
制
度
自
体

は
柔
軟
な
働
き
方
に
つ
な
が
る
と
の
意
見
も
一
定
寄
せ
ら
れ

て
い
た
点
も
踏
ま
え
、「
２
月
議
会
へ
の
条
例
提
案
は
了
」

と
判
断
し
つ
つ
「
人
事
当
局
と
し
て
も
制
度
を
使
え
る
職
場

体
制
の
確
保
策
を
確
実
に
示
し
て
い
く
責
務
が
あ
る
」
旨
を

強
く
指
摘
し
、
継
続
的
に
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

【
主
な
交
渉
事
項
】

適
切
な
人
員
体
制
確
保

　

「
勤
務
時
間
を
多
少
移
動
し

て
も
長
時
間
労
働
の
是
正
に
な

ら
な
い
。
職
員
の
増
員
と
業
務

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
取
り
組
み
が
不

可
欠
。
産
休
・
育
休
代
替
職
員

の
確
実
な
配
置
も
不
可
欠
」
と

の
指
摘
に
対
し
て
人
事
課
は

「
議
会
答
弁
検
討
の
工
夫
等
、

２
月
定
例
会
に
向
け
、
更
な
る

超
過
勤
務
の
縮
減
に
全
庁
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
正
職

員
で
の
産
休
・
育
休
が
困
難
な

場
合
は
会
計
年
度
任
用
職
員
で

の
代
替
も
含
め
、
予
算
額
を
確

保
し
て
い
く
」
と
し
た
。

　

「
人
事
課
は
県
の
各
職
場
の

現
状
の
人
員
体
制
が
充
足
し
て

い
る
と
い
う
認
識
な
の
か
」
と

強
化
・
徹
底
【
重
点
②
】
新
採

用
者
・
未
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
把

握
と
継
続
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の

徹
底
【
重
点
③
】
青
年
層
の
主

体
的
・
組
織
的
な
声
掛
け
の
仕

組
み
構
築
の
３
つ
を
重
点
に
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
新
採
用
者
の
声
掛
け
の

重
点
期
間
の
取
り
組
み
と
し
て

年
６
回
（
①
着
任
時
②
４
月
〜

５
月
の
新
採
用
研
修
前
後
ス
タ

ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
時
③
７
月
の
職

場
定
着
時
④
９
月
の
本
採
用
前

⑤
12
月
⑥
２
月
）
新
採
用
者
に

声
を
か
け
切
る
こ
と
と
し
て
提

起
を
し
て
き
た
。
各
支
部
に
お

い
て
、
学
習
会
や
交
流
会
に
未

加
入
の
新
採
用
職
員
を
誘
い
、

同
年
代
の
青
年
層
か
ら
の
学

習
・
交
流
の
機
会
を
青
年
婦
人

部
が
主
体
的
に
設
け
、
新
採
用

職
員
に
対
し
て
組
合
が
必
要
な

こ
と
、
人
脈
や
経
験
を
積
む
う

え
で
有
効
な
こ
と
を
意
識
醸
成

し
て
い
く
仕
組
み
を
作
り
、
加

入
に
つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス
、
共

済
利
用
の
ニ
ー
ズ
か
ら
の
加
入

も
あ
っ
た
一
方
で
、
新
採
用
者

が
学
習
会
等
に
毎
回
参
加
し
て

く
れ
る
が
、
な
か
な
か
加
入
に

は
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
も
支

部
か
ら
報
告
が
あ
が
っ
た
。

　

今
年
度
の
新
採
用
加
入
者

は
、
過
年
度
採
用
を
含
め
、
昨

年
同
時
期
か
ら
微
増
と
な
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
労
働
組
合

の
発
言
力
を
強
化
し
て
い
く
た

め
に
は
加
入
率
５
割
超
の
確
保

が
望
ま
れ
る
。
更
に
は
、
年
度

後
半
を
中
心
に
新
採
用
加
入
の

取
り
組
み
を
進
め
に
く
い
傾
向

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
と
一
歩

の
取
組
が
必
要
な
状
況
と
な
っ

て
い
る
。

制
度
を
使
え
る
職
場
体
制
を

質
し
た
こ
と
に
対
し
、
人
事
課

は
「
全
庁
で
は
必
要
人
員
を
確

保
し
て
い
る
が
、
専
門
職
種
の

中
に
は
充
足
率
が
１
０
０
％
を

下
回
る
職
種
も
あ
る
ほ
か
、

個
々
の
職
場
で
見
る
と
、
超
過

勤
務
が
多
い
所
属
も
あ
る
中
で
、

『
休
暇
や
フ
レ
ッ
ク
ス
を
利
用

し
づ
ら
い
』
と
い
う
感
覚
を
持

つ
職
員
が
い
る
こ
と
も
理
解
で

き
る
。
人
員
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
し
た
。

庶
務
事
務
の
煩
雑
さ

　

「
所
属
段
階
で
の
庶
務
担
当

の
チ
ェ
ッ
ク
事
項
を
極
力
絞
り

込
み
、
容
易
に
理
解
で
き
る
よ

う
各
所
属
に
周
知
願
い
た
い
」

と
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
人
事

課
は
「
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
に
つ

い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
に
記
載
を
追
加

し
、
各
所
属
へ
の
周
知
を
図

る
」
と
し
た
。

　

「
庶
務
担
当
者
が
制
度
を
理

解
で
き
な
い
ま
ま
拡
充
施
行
と

な
ら
な
い
よ
う
、
担
当
者
研
修

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

期
間
を
十
分
に
見
込
ん
だ
う
え

で
施
行
期
日
を
設
定
す
べ
き
」

と
求
め
た
こ
と
に
対
し
、
人
事

課
は
「
担
当
者
研
修
実
施
の
機

会
を
設
け
た
い
。
施
行
期
日
は

本
年
６
月
１
日
と
し
た
い
」
と

し
た
。

勤
務
時
間
割
振
の
途
中
変
更

　

「
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
時
間
を

後
か
ら
使
用
者
都
合
で
再
度
変

更
す
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
指

摘
に
対
し
、
人
事
課
は
「
著
し

い
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
限
定
。

災
害
等
の
突
発
的
事
情
に
よ
り
、

加
入
促
進
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

新
採
用
職
員
へ
の
再
度
の
声
か
け
を
！

　

１
月
10
日
〜
11
日
に
開
催
さ

れ
た
自
治
労
岩
手
県
本
部
春
闘

討
論
集
会
県
職
労
分
科
会
に

て
、
各
支
部
の
今
年
度
の
加
入

促
進
の
取
り
組
み
状
況
（
４
月

〜
12
月
）
を
各
支
部
代
表
者
と

共
有
す
る
と
と
も
に
、
加
入
促

進
と
し
て
効
果
的
な
手
段
・
手

法
に
つ
い
て
議
論
を
し
、
２
０

２
５
年
度
の
新
採
用
加
入
対
策

に
当
た
っ
て
は
、新
採
用
職
員
・

未
加
入
者
の
分
会
組
合
員
が
主

役
と
な
り
、
か
つ
分
会
・
支
部
・

本
部
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
担
い

な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

　

加
入
促
進
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
に
向
け
、
再
度
の
声
か
け
を

お
願
い
し
た
い
。

フ
レ
ッ
ク
ス
全
職
員
拡
充　

２
月
議
会
提
案
・
６
月
施
行
へ

休
暇
改
善　

子
等
の
看
護
は
子
３
人
以
上
で
12
日

　

２
０
２
４
年
度
は
新
規
採
用

職
員
の
加
入
促
進
対
策
と
し

て
、【
重
点
①
】
各
支
部
・
分

会
で
の
組
織
的
な
取
り
組
み
の

▲昨年度に久慈支部で行われた加入促進会議のようす

所
属
全
員
で
緊
急
対
応
す
る
場

合
等
が
考
え
ら
れ
る
」
と
し
た
。

「
窓
口
時
間
」
の
導
入

　

「
警
察
の
例
に
準
じ
、
開
庁

時
間
と
は
別
に
全
庁
一
律
に

『
窓
口
時
間
』
を
設
定
す
べ

き
」
と
の
指
摘
に
対
し
、
人
事

課
は
「
効
果
が
期
待
で
き
る
が
、

慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る
た

め
、
実
施
の
可
否
や
そ
の
見
通

し
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
回
答

は
困
難
。
御
意
見
と
し
て
承
り

た
い
」
と
し
た
。

休
暇
の
充
実

　

「
確
定
闘
争
時
に
確
認
し
た

休
暇
改
善
の
具
体
的
検
討
状
況

を
示
せ
」
と
求
め
た
こ
と
に
対

し
、
人
事
課
は
２
０
２
５
年
度

か
ら
「
子
等
の
看
護
休
暇
の
子

３
人
以
上
の
場
合
は
、
他
県
の

例
を
参
考
に
12
日
と
す
る
。
休

暇
対
象
の
『
行
事
』
は
、
入
学

式
、
卒
業
式
に
加
え
、
授
業
参

観
、
保
護
者
面
談
、
家
庭
訪
問

等
も
対
象
と
す
る
」
「
乳
幼
児

介
助
休
暇
（
予
防
接
種
、
健
康

診
断
等
）
は
９
歳
ま
で
と
す

る
」
「
会
計
年
度
任
用
職
員
の

有
給
病
気
休
暇
を
最
大
10
日
ま

で
拡
充
す
る
」
と
し
た
。

【
鳥
イ
ン
フ
ル
緊
急
要
請
】

　

交
渉
の
締
め
く
く
り
に
、
１

月
２
日
か
ら
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
防
疫
作
業
に
関
し
「
２
食

分
を
自
己
負
担
し
て
お
り
、
現

地
経
費
調
整
を
行
わ
な
い
等
の

経
費
補
填
を
検
討
す
る
こ
と
」

「
勤
務
時
間
割
振
の
強
要
を
見

直
す
こ
と
」
を
要
請
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
要
請
の
趣
旨
を

反
映
し
た
通
知
が
行
わ
れ
た
。



え
る
時
間
が
失
わ
れ
技
術
の
継

承
自
体
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
。
そ
し
て
職
員
の
メ

ン
タ
ル
面
の
問
題
も
顕
著
に
。

こ
の
分
野
の
増
員
は
ま
さ
に
過

去
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
の

も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
今

回
の
定
数
も
新
た
な
行
政
需
要

分
の
み
最
低
限
度
の
人
数
を
増

員
す
る
内
容
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
各
職
場
で
は
業
務
過
多
が

続
く
な
か
、
現
場
の
人
が
足
り

な
い
と
い
う
実
態
の
改
善
と
は

程
遠
い
。
当
局
は
厳
し
い
職
場

環
境
で
踏
ん
張
っ
て
い
る
職
員

に
報
い
る
改
善
を
す
べ
き
だ
。

　

児
童
福
祉
司
等
の
増
員
に
よ

る
福
祉
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
等

の
体
制
強
化
に
つ
い
て
は
、
県

職
労
で
要
求
し
続
け
て
き
た
結

果
、
定
数
増
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
運
動
の
成
果
と
い
え
る
。

県
当
局
・
来
年
度
組
織
体
制
示
す
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・
一
部
増
員
も
『
分
会
基
礎
調
査
』
の
要
求
と
は
程
遠
く

・
２　

０　

２　

５　

春　

闘　

で　

改　

善　

求　

め　

る

　

２
月
３
日
（
月
）
青
年
婦
人

部
は
人
事
課
給
与
人
事
担
当
課

長
に
知
事
あ
て
要
求
書
を
提
出

し
た
。
引
き
続
き
各
支
部
青
婦

部
役
員
参
加
の
も
と
、
意
見
交

換
を
実
施
し
、
青
年
・
女
性
職

員
が
感
じ
て
い
る
職
場
課
題
に

つ
い
て
人
事
課
へ
伝
え
た
（
青

婦
部
９
人
、
人
事
課
３
人
）。

　
「
カ
ス
ハ
ラ
対
策
」
に
つ
い

て
青
婦
部
か
ら
「
全
国
で
も
話

題
と
な
っ
て
い
る
カ
ス
ハ
ラ
対

策
と
し
て
現
在
、
各
所
属
の
判

断
で
職
員
の
名
札
の
表
記
を
変

更
し
て
い
る
職
場
が
あ
る
が
、

こ
れ
を
県
と
し
て
各
職
場
に
指

示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
カ
ス
ハ

ラ
の
組
織
的
か
つ
具
体
的
な
対

策
を
早
急
に
検
討
し
、
職
員
へ

周
知
し
て
ほ
し
い
」
と
の
問
い

に
対
し
、
人
事
課
は
、「
他
の

団
体
で
も
名
札
の
表
記
を
苗
字

の
み
に
し
て
い
る
と
い
う
事
例

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
県
と
し
て
対
策
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

所
属
長
の
判
断
で
既
に
苗
字
の

み
の
表
記
に
変
え
て
い
る
所
属

は
人
事
課
で
も
把
握
し
て
い
る

が
、
業
務
内
容
な
ど
所
属
ご
と

に
事
情
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、

人
事
課
で
杓
子
定
規
に
全
庁
の

画
一
的
な
取
扱
い
を
示
す
こ
と

は
し
て
い
な
い
。
部
局
に
対
し

て
は
、
既
に
名
札
の
表
記
を
変

え
て
い
る
所
属
の
事
例
を
紹
介

し
、
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
臨

機
に
対
応
す
る
よ
う
依
頼
し
て

い
る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、「
人
事
異
動
内
示
の

早
期
化
」
に
つ
い
て
、「
内
示

を
早
期
化
す
る
た
め
の
人
事
作

業
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
職
員
の
身
上
調
書
の
入

力
期
間
な
ど
も
含
め
、
こ
れ
ま

で
も
検
討
を
重
ね
て
き
た
が
、

職
員
の
事
情
等
を
考
慮
し
た
配

置
に
努
め
る
上
で
は
、
現
時
点

で
は
内
示
を
早
期
化
す
る
即
効

性
が
あ
る
見
直
し
が
難
し
い
と

い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ

【
来
年
度
の
組
織
体
制
】

　

２
月
４
日
、
当
局
は
来
年
度

の
組
織
・
職
員
体
制
の
概
要
を

公
表
し
た
。
東
日
大
震
災
の
復

興
定
数
を
50
人
と
し
、
地
域
振

興
施
策
の
推
進
や
、
子
ど
も
子

育
て
支
援
体
制
強
化
、
人
材
確

保
、
盛
土
規
制
法
の
指
導
監
督

に
伴
う
各
振
興
局
（
本
局
）
の

担
当
職
員
の
増
員
な
ど
、
複
数

の
分
野
に
わ
た
り
、
体
制
の
強

化
や
増
員
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
昨
今
の
長
期
療
養

者
へ
の
対
応
と
し
て
、
職
員
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
強
化

す
べ
く
、
総
務
事
務
セ
ン
タ
ー

に
臨
床
心
理
士
と
保
健
師
の
増

員
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
職
員
体
制
の
見
込
み
】

　

知
事
部
局
職
員
数
は
４
，１

８
０
人
規
模
と
見
込
ん
で
い
る

が
、
年
度
末
退
職
者
数
に
よ
っ

て
は
満
た
さ
な
い
懸
念
が
あ
る
。

【
新
組
織
体
制
の
課
題
】

①
定
数
等
管
理
の
課
題

　

一
部
の
分
野
で
増
員
と
な
る

部
署
が
あ
る
も
の
の
、
組
織
定

員
的
に
は
例
年
と
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
り
、
職
場
に
人
が
足
り
な

い
と
い
う
県
職
労
の
要
求
に
は

応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
昨
年
の

分
会
基
礎
調
査
で
の
増
員
要
求

数
は
１
５
３
人
で
あ
り
、
更
な

る
定
数
増
が
必
要
だ
。
確
保
難
と

な
っ
て
い
る
総
合
土
木
、
獣
医
師

な
ど
の
配
置
や
、
専
門
職
の
育
休

代
替
職
員
の
確
保
の
見
通
し
も

明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。

②
過
去
の
定
数
削
減
の
弊
害
を

正
す
べ
き

　

人
材
育
成
や
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
観
点
か
ら
、

増
員
す
る
部
署
が
あ
る
。
こ
れ

は
も
と
も
と
県
職
労
が
訴
え
て

き
た
も
の
だ
。
２
０
０
０
年
代

の
職
員
定
数
の
削
減
で
職
員
の

年
代
別
の
配
置
体
制
が
歪
め
ら

れ
た
。
こ
の
結
果
、
業
務
を
教

人
事
課 

給
与
人
事
担
当
課
長
へ
要
求
書
提
出

【
今
後
の
取
り
組
み
】

　

県
職
労
は
３
月
１
日
の
第
１

３
３
回
臨
時
大
会
で
春
闘
要
求

方
針
を
確
立
し
、
３
月
上
旬
に

人
事
課
総
括
課
長
交
渉
を
行

う
。
来
年
度
の
組
織
・
職
員
体
制

を
質
し
、
業
務
量
に
応
じ
た
人
員

配
置
等
を
粘
り
強
く
要
求
し
、
改

善
を
求
め
て
い
く
。
春
闘
へ
の

結
集
を
改
め
て
お
願
い
す
る
。

る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
要

求
書
の
提
出
を
す
る
予
定
で
あ

る
た
め
、
皆
さ
ま
の
感
じ
て
い

る
職
場
課
題
を
組
合
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

（当局公表資料から抜粋：主要事項のみ掲載）
項目 内容

東日本大震災関連 50人の職員定数を配置

地域振興体制の強化
・各振興局経営企画部に市町村減少対策を担う特命課長と連携
し、担当職員４人（盛岡、県南、沿岸、県北局　各１人）を増員
・地域交通対策を担う担当職員１人増員（交通政策室）

子ども子育て支援体制
の強化

・福祉総合相談センターに児童福祉司４人、児童心理司２人を増員
・一時保護所の個別ケア対応の推進のため、児童指導員３人（福
祉総合相談センター、一関児相、宮古児相に各１人）を増員
・児童虐待対応等のため、一関児童相談所を総務保護課と相談支
援課の二課体制に改組

危機管理体制の強化
盛土規制法の施行に伴う業務量増に対応するため、各広域振興局
土木部に担当職員４人増員（盛岡、県南、沿岸、県北局　各１人）

野生動物の保護管理、
動物愛護推進体制の強
化

・クマ等の対策強化のため、自然保護課に担当職員１人増員
・動物愛護センターの整備等に向けて、県民くら の安全課に「特
命課長（動物愛護推進）を設置

大規模イベント対応
・2026年に開催される「国民スポーツ大会冬季大会」の開催に向
け、スポーツ振興課に「特命課長（冬季国スポ推進）」を設置し、担
当職員１人増員

社会経済情勢の変化に
応じた人材育成・確保

・長寿社会課に「介護人材確保担当課長」を設置
・ものづくり自動車産業推進室の担当職員１人増員
・林務部門の技術的指導体制強化のため、森林保全課に「特命課
長（森林土木技術指導）」を設置

行政経営の推進
・行政経営推進課に担当職員２人増員
・県庁舎の基本構想・計画策定に向け、技術的検討の実務を担う
担当職員１人増員

職員が働きやすい環境
の整備

・職員のメンタルヘルスケアの強化のため、総務事務センターに臨
床心理士及び保健師を各１人増員

2025年度　組織・職員体制の概要

青
婦
部
の
思
い
・
職
場
実
態
を
当
局
へ

▲交渉に臨む県職労青婦部交渉団
◀（左下QRコードは青婦部独自要求書）

▲人事課給与人事担当課長に要求書を手渡す石井青婦部長（右）

　東北の仲間（東北6県+新潟県）と労働組合を通じた交流と職種ごと

での職場実態討論を通じた学習を行う第27回東北地連青年女性夏期交

流集会が下記の日程で開催されます。

各支部青年・女性組合員の積極的な参加をお願いします。


